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鳴子ダムの貯留量回復を考慮した防災操作（速報 ）

鳴子ダムでは、少雨と用水補給（かんがい）により貯水量が
減少したため、渇水対応を図っていました。そうした中、８月５
日に前線性降雨による出水が発生しました。
出水の前半では、渇水対策として利水のための貯水量回復に

努め、今後のかんがい用水補給に万全を期しました。出水の後
半では洪水調節を実施、沿川の浸水被害の防止に努めました。

■出水の概要（ ８月５～６日 ）
・総雨量 ： ２ ２ ６ ． ６㎜ （ ２日間合計）
・最大時間雨量： ２ ９ ． ５㎜ （ ６日 22時 ）
・ダムの最大流入量： ６ ５ １ ． ７ m3/秒 （近年 10ヵ年の最大、ダム建設以降の６１年間

で第５位 ）

■防災操作
○利水の効果（渇水被害への効果）

８月５日１２時で利水のための貯水率が３９％に低下していたが、６日AM０時で
１０ ０％に回復。

○治水の効果（洪水被害への効果）
ダムへの最大流入量６５ １ ． ７ m3／秒に対して放流量２１ ． ０ m3／秒と、約６３ ０

m3／秒をダムに貯め込んだ。これによりダムから約 50km下流の 「涌谷大橋」付近で
は約２． ８ｍの水位低減を図ったもの砥考えられる。

■鳴子ダムの災害対策体制
○災害対策支部（渇水 ）

・注意体制： ７月３ ０日 ９ ： ０ ０
・体制解除： ８月０６日 ９ ： ０ ０

○災害対策支部（水害 ）
・注意体制： ８月５日 ２２ ： ３ ０
・警戒体制： ８月５日 ２３ ： １ ５
・注意体制： ８月６日 ０８ ： ３ ０ （→継続 ）

■８月８日現在、ダムからの放流を継続しています。
下流河川の水位について十分に注意願います。

関連情報は鳴子ダムホームページ 「リアルタイム情報」を参照してください。
http ://www.thr .ml i t .go . jp/naruko/
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平成30年8月5日洪水
（前線による降雨）鳴子ダムの貯水量回復を考慮した防災操作

な る こ

鳴子ダムでは、少雨と用水補給（かんがい）により貯水量が減少したため、渇水対応を図っていま
した。そうした中、８月５日に前線性降雨による出水が発生しました。
出水の前半では、渇水対策として利水のための貯水量回復に努め、今後のかんがい用水補給に

万全を期しました。出水の後半では洪水調節を実施、沿川の浸水被害の防止に努めました。
（注意事項） 今回発表されている観測値は速報値です。

【鳴子ダムは、渇水対策としての貯留量回復、江合川沿川の浸水被害防止に努めました】

出水の概要（８月５日～６日）
・総雨量：２２６．６㎜（２日間合計）
・最大時間雨量：２９．５㎜（６日22時）
・ダムの最大流入量：６５１．７m3/秒
（近年10ヵ年の最大、ダム建設以
降の６１年間で第５位）

鳴子ダム貯水位及び利水貯水率推移図
平成30年8月5日洪水 ハイドログラフ

防災操作
○利水の効果（渇水被害への効果）

８月５日12時で利水のための貯水率が３９％に
低下していましたが、６日AM０時で１００％に回復。

○治水の効果（洪水被害への効果）

ダムへの最大流入量６５１．７m3／秒に対して放流
量２１．０m3／秒と、約６３０m3／秒をダムに貯め
込みました。これによりダムから約50km下流の「涌
谷大橋」付近では約２．８ｍの水位低減を図りました。
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